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私たちを取り巻く環境は少子高齢化や近隣関係の希薄化など大きく変化しており、地域のニーズ

や課題も多様で複雑なものとなってきています。このような状況の中、子どもの見守り活動や自主

防災活動など地域コミュニティの自主的な活動が、ますます大切になっています。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こうした背景・現状をうけて、豊中市は、自主的な地域活動を活発に展開できるような環境を整

え、「地域の問題について地域で話し合い、地域のことは地域で決める、いろいろな団体が連携し解

決に向けて取り組んでいく」ために必要な地域と行政双方にしくみについて、平成２１年度から２

カ年かけて重点的に検討していきたいと考えています。 

 

一方、地域では・・・（市民意見交換会等でのご意見から） 

 (社福)豊中市社会福祉協議会 

危機管理室  自主防災組織 

 老人クラブ 

 民生・児童委員 

 校区福祉委員会 

 こども会 

 消防団 

 公民分館 

 地域教育協議会 

 青少年健全育成会 

健康福祉部 

こども未来部 

消防本部 

教育委員会 

政策企画部  自治会 

これまで行き当たりばったり

で色々な組織ができ、ふたを

開ければ活動内容は同じ。ど

うにかならないか？ 

自治会・公民分館・校区福

祉委員会が独立して活動し

ていて、横の連携がうまくい

かない。 

行政からの補助金は、他の支

出に流用できない、翌年に繰

り越せないなど、使いにくい！ 

地域の色々な団体が一堂に

会する場や仕組みや地域の

まとめ役が必要では？ 

地域の組織が多く、同じ人が

掛け持ちで役員をしているの

が現状。特定の人に負担が

かかる。 

[参考：地域団体（一部）と行政所管部局] 
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≪「地域自治」の具体的な活動イメージ≫                                ≪「地域自治」の仕組みのイメージ(たたき台)≫ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       地域のニーズや課題を発見・共有する 

「今、地域で何が課題になっているか？」「新しい課題が発生し 

ていないか？」住民同士、団体同士で課題を共有する 

【活動例】住民アンケートや地域カルテの作成など 

ステップ１ 

       課題について話し合い、意思決定する 

さまざまな課題の優先順位や事業実施などについて合意形成し 

ていく 

【活動例】地域でのフォーラムの開催、「事業計画」の作成など 

ステップ２ 

       解決に向けて協力連携して事業を実施する 

課題に応じて、関係団体や関係部署と調整、協力連携しながら

事業を実施していく 

ステップ３ 

こ
の
よ
う
な
活
動
を
地
域
で
実
施
し
て
い
く
た
め
に
・
・
・ 

「いま、各団体が別々に広報

誌を発行してるよね。」 
「予算の関係もあって頻繁

に発行できないし・・」 
「情報が古くなるよね」 
「情報がバラバラに届くと、

分かりにくいよね」 

たとえば、新千里東町では・・・ 

「東町の情報をまとめてタ

イムリーに届けたい」 
「どうやって？」 
「委員会を作って記事を持

ち寄って編集・発行しよう」 
「費用は各団体が負担金を

払おう」 
「印刷機は？」等々・・・ 

ひがしおか 

○東町連協・公民分館・校区

福祉・防犯東丘の合同編集委

員会で発行 

○部数 4,500 部 

○年 6 回発行 

より多くの人にタイムリ

ーな情報発信をするため

に、ホームページも作成 

市 

役割：①地域に応じた総合的な支

援 

    ②関係する地域の意見を施

策に反映 

協
働
に
よ
る
情
報
発
信 

複
数
の
分
野
に
関
わ
る
課
題 

既
存
の
分
野
に
属
さ
な
い
新
し
い
課
題 

そ
の
他 

地域担当 

役割： 

① 地域情報の蓄積 

② 担当部局への情報周知 

③ 市内部の調整 

 

地域自治組織 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 
 

地域自治委員会 

 
役 割：協議と意思決定 

構成員：各種団体代表、各活動部会代

表、公募市民 

事務局：構成団体の内の一つが担う 

活動部会 

（課題に応じて柔軟に設置） 

 

役 割：事業の実行 

構成員：各種団体、個人参加の市民 

協
働
で
の
情
報
発
信 

複
数
の
分
野
に
ま
た
が
る
課
題 

既
存
の
分
野
に
属
さ
な
い
新
し
い
課
題 

そ
の
他 

意見交換の場 

○誰もが自由に参加 
○情報共有 
○幅広い意見の集約 

課題解決のた

めの協働 

担
当
部
局 

担
当
部
局 

担
当
部
局 

担
当
部
局 

情報提供・提案等 

情報提供・支援等 
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地域特性を考慮した豊中スタイルの地域自治の仕組み（「地域自治システム」と呼んでいます）

をつくるため、行政素案に対して新千里東町のみなさんと意見交換をしながら、地域自治システ

ムの調査検討や制度設計をしていきたいと考えています。（「地域フィールドワーク」と呼んでい

ます） 

 

【平成 21年度実施内容及びスケジュール】 
 

時期 検討項目 備 考 

9 月 19 日 地域自治組織のあり方

について 

～使いやすく柔軟性のある枠組に～ 

東丘校区の活動や組織運営の実態と行政素案を重ね合わせることにより、

実効性が持てるか、柔軟な制度運用が可能かを点検 

11 月中旬 地域と行政の役割分担

について 

～地域自治組織の権限を明らかに～ 

望ましいあり方や現状からみた課題について行政素案をもとに意見交換 

1 月下旬 行政の支援策について ～地域ニーズに沿ったあり方に～ 

行政の支援策及び行政組織のあり方について、行政素案をもとに意見交換 

 

【進め方】 

項目 地域 市 

実施の流れ  

 

意見の活用

方法 

・調査・検討内容や資料に反映します 

・調査検討報告書に｢意見集｣として掲載します 

 

 庁内会議 コミュニティ政策室 

①検討項目の 

たたき台作成 

②行政素案検討 

地域フィールドワーク 

④行政素案について

意見交換 

⑤意見を反映した 

行政案作成 
調査検討委員会 

⑥システム案の 

検討・審議 

⑦審議内容を反映した

システム案作成 

⑧審議内容､システ

ム案の確認 報告 

③検討内容を反映した

行政素案作成 

このような仕組みについて、地域の皆さんと

ともに考え、つくっていくために・・・ 


